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設計が目指したこと
■「境界」を消し まちに開いたキャンパスをつくる
■大学＋箕面市＋民間 共同でサステイナブルなまちをつくる
■まちの「顔」となる外観をつくる
■学生の学習欲を刺激する空間をつくる
■大学と企業が新たな商品開発を目指す共同研究のフィールドをつくる

大阪大学箕面キャンパス(旧大阪外国語大学)の移転プロジェクトです。
（大阪大学90周年・大阪外国語大学100周年の記念事業）
箕面キャンパスは「地域に生き世界に伸びる」という大阪大学モットーのもと、「世界
の言語」と「言語を基底とする地域の文化や社会」に関する研究の集積拠点として、
世界の言語や文化、社会に関する高度な専門的知識と幅広い学識を身につけたグローバ
ル人材を育成するキャンパスです。
国内有数の25言語専攻をもつ外国語学部で学ぶ3000人の学生と、日本語日本文化教育
センターの外国人留学生300人が世界の言語と文化や社会に関する研究を行います。
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・54mの正方形平面。基準階階高：3.6m
・外周に教室/研究室群、中央に交流/共用空間を配置
・1階と3階に特徴ある２つのエントランスを設置
・大学シンボルのイチョウ並木を学寮と連続で整備

グローバルビレッジ箕面船場
（学寮）
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5階 学生交流スペース 5階 階段ラウンジ

6階 学生交流ラウンジ 3階 食堂内ラウンジ 5階 留学生交流情報室
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LEED-NDゴールド認証
・インフィルサイト型再開発
・歩行者ネットワーク整備
・駅直結、周辺建物をつなぐ人工地盤整備
・各種イベントに利用できるピロティ空間

LEED-NC ゴールド認証
・建設中の汚染防止措置
・代替交通手段計画
・集中雨水処理対応
・超節水型衛生器具の採用
・節水型ランドスケープ
・排水処理技術
・水使用量45％削減
・エネルギーシステムのコミッショニング
・エネルギー効率の最適化、太陽光パネル
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企業との新規開発品の設置

・屋外用空調機 「OUTER TOWER」
涼のとれる憩いの空間を創出

・屋内用 床置型空調機 「DESIGN TOWER」
暖房・冷房で吹出口、吸込口が切り替わり、
省エネで快適な空間を創出

LEED基準相合により感染症防止に効果的な
高い換気性能、室内環境の創出

・LEED基準の集塵効果の高い
MERV6以上の中性能フィルター

・外気量は1人当たり30m3/h
通常設計の1.2～1.5倍の換気量

・各教室の空調室内機に加湿設置
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学習効果向上が期待できる
置換空調換気システム

・置換換気システムを導入

・床面⇒天井面へ1方向の気流形成で
換気効率の高い換気

・外気量UPモードには一般的な学校の
役3倍(70ｍ3/h・人)の外気導入
換気回数12回相当

※大阪大学 研究協力

CO2濃度分布 シミュレーション
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センシングデータを活用して
学ぶ場の空気(空間)をコントロール
・3F、4Fの教室で大阪大学とダイキンの共同研究・実証実験
・Iot技術を用いて空調・換気・照明のリアルタイム制御
・授業シーンに合わせた環境自動調整を目指す。

※大阪大学 研究協力
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